
 

 

 

 

 

授業科目名 地域研究概論 単位数 2 

担当教員名 東 智美 担当形態 単独 

実務内容 

（実務家教員の場合） 
 

「学位授与の方針」との関係 

多様な人々に対して、「人を認める、人を排除しない、仲間を作る」という三つの約束の精神

に則って、人と人が共生する社会の実現に貢献する姿勢を身につけることを目指す。 

授業の到達目標及びテーマ 

（１） グローバリゼーションの中における地域社会の課題を理解する。 

（２） フィールドワークの理論と手法を理解し、自分の関心のある地域・トピックに関し、 

   フィールドワークの計画を立案できるようになる。 

（３） 特定の地域の課題を理解する方法としての地域研究の可能性と限界について自分の見

解を示せるようになる。 

授業の概要 

 本授業では、地域研究の方法論と事例を学ぶことで、世界の出来事に対し、具体的な問題設

定を行い、自分と世界の出来事がどのように結びついているのかについて考える視点を身につ

ける。さらに、地域研究において重要となるフィールドワークの理論とアプローチを学ぶ。ス

クーリングでは、アクティブラーニングの手法も用いながら、事例を通じて地域研究の意義を

学んだ上で、これまで学んだ理論やアプローチを踏まえ、フィールドワークの立案を試みる。 

授業計画 

第１回：地域研究とは？（テキスト①第 1章・第 2章）  

第２回：グローバル・サウスの経済形成（１）：「途上国」と「貧困」（テキスト①第 3章・第 4

章）  

第３回：グローバル・サウスの経済形成（２）：海外農業投資と小規模農民（テキスト①第 5

章） 

第４回：越境する人々（１）：ヨーロッパの移民・難民（テキスト①第 6章・第 7章） 

第５回：越境する人々（２）：日本の技能実習生と地域社会（テキスト①第 8章）  

第６回：紛争（１）：アフリカの紛争と「民族」（テキスト①第 9章・第 10章） 

第７回：紛争（２）：「沖縄問題」（テキスト①第 11 章） 

第８回：開発（１）：国際開発援助システム （テキスト①第 12 章） 

第９回：開発（２）：ジェンダー（テキスト①第 13章） 

第１０回：開発（３）：教育政策と国際支援（テキスト①第 14 章） 

第１１回：グローバリゼーション時代の地域研究（テキスト①終章） 

第１２回：フィールドワーク（１）：フィールドワークとは何か？（テキスト②） 

第１３回：フィールドワーク（２）：フィールドワークとは何か？（テキスト②） 

第１４回：フィールドワーク（３）：フィールドワークとは何か？（テキスト②） 

第１５回：フィールドワーク（４）：フィールドワークとは何か？（テキスト②） 

定期試験   



 

 

 

 

スクーリングでの学修内容 

（主に、第 1回、第３回、第 12〜15 回の内容を含む。） 

スクーリングの前半では、具体的な東南アジアの環境・開発問題の事例から、グローバリゼー

ションの中での課題とその背景にあるそれぞれの社会の社会・経済・政治的な特徴や課題をデ

ィスカッションやグループワークを通じて学ぶ。後半では、フィールドワークについて、テキ

ストで学修した内容を復習した上で、演習形式で、フィールドワークの立案を体験し、フィー

ルドワークの理論と手法について学ぶ。 

教科書 

（１）児玉谷史朗・佐藤章・嶋田晴行編（2021）『地域研究へのアプローチーグローバル・サ

ウスから読み解く世界情勢』ミネルヴァ書房。 

（２）佐藤郁哉（2004）『フィールドワーク：書を持って街へ出よう』新曜社。 

参考文献 

（１）地域研究コンソーシアム『地域研究』編集委員会（2012）『地域研究: JCAS review 

Vol.12 No.2 総特集：地域研究方法論』．（オンラインで入手可：

http://www.jcas.jp/about/jcas_review.html） 

学生に対する評価 

スクーリング評価（２５％）、レポート評価（２５％）、科目修得試験（５０％）を総合して評

価する。 

 

 


